
2008
1212●「小学校校舎整備計画説明会」の開催

　●くらしの情報
　●大洗海の大学／夢town大洗
　　●随想／表彰
　　●まちのできごと
　　　●みんなのひろば

P.4～6
P.7～9
P.10
P.11
P.12・13
P.14・15

……………
………………………………………

……………………
………………………………………
…………………………………
………………………………

… P.2～3国民文化祭・いばらき2008　文芸祭「現代詩」大会

■冬の味覚あんこうに感謝の気持ちを込めて「あんこう奉納庖丁式」（関連P13）

Vol.444



　

11
月
１
日
〜
９
日
の
９
日
間
に
わ

た
り
、
国
内
最
大
の
文
化
・
芸
術
の

祭
典
で
あ
る
「
国
民
文
化
祭
」
が
県

内
34
市
町
村
を
会
場
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洗
町
で
は
、
11
月
３
日
（
月
・

祝
）
に
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
文
芸
祭
「
現
代
詩
」
大
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
現
代
詩
を
募

集
し
、
優
秀
作
品
を
表
彰
・
発
表
す

る
と
と
も
に
、
詩
人
「
新
川
和
江
氏

の
講
演
」
や
茨
城
高
校
・
中
学
生
に

よ
る
「
山
村
暮
鳥
の
詩
の
群
読
」
な

ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

第23回国民文化祭・いばらき2008

― 雲もまた自分のようだ ―
文芸祭「現代詩」大会

　

大
洗
町
は
、
海
に
生
き
る

人
々
の
歴
史
を
刻
み
、
磯
馴

れ
の
松
の
美
し
い
海
岸
は
、

多
く
の
芸
術
家
に
愛
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
山
村
暮
鳥
が
最

後
の
日
々
を
過
ご
し
た
の
も

こ
の
地
で
す
。
暮
鳥
が
雲
に

寄
せ
た
想
い
は
、
い
ま
を
生

き
る
私
た
ち
の
想
い
。
訪
れ

る
ひ
と
は
み
な
、
何
か
を
求

め
て
…
。

　

式
典
で
は
、「
文
部
科
学
大
臣

賞
」
や
「
山
村
暮
鳥
賞
」
な

ど
、
全
国
各
地
か
ら
お
い
で
い

た
だ
い
た
受
賞
者
に
、
表
彰
状

や
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

新
川
和
江
氏
の
記
念
講
演

演
題「
名
を
呼
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
」▲水戸聾学校の生徒による太鼓演奏

▲詩の朗読（音楽とのコラボレーション）▲磯節披露（大洗本場磯節保存会）
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木
に
さ
さ
や
い
た
」、最
後
の
詩

集「
雲
」な
ど
の
刊
行
が
あ
っ
た
。

「
ち
る
ち
る・み
ち
る
」「
万
物
の
世

界
」「
鉄
の
靴
」「
葦
舟
の
子
」「
少

年
行
」な
ど
の
童
謡
・
童
話
も
作

り
始
め
る
。「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
」な

ど
の
伝
記
も
こ
の
列
に
連
な
る
。

「
十
字
架
」「
春
」な
ど
の
小
説
が

書
か
れ
た
の
も
こ
の
時
期
。
翻
訳

「
ド
フ
ト
エ
フ
ス
キ
ー
」も
刊
行
さ

れ
る
。
没
後
の
詩
集「
万
物
節
」

「
土
の
精
神
」「
月
夜
の
牡
丹
」、童

謡
集「
よ
し
き
り
」「
春
の
海
の
う

た
」
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る

作
品
も
、
大
半
が
こ
こ
大
洗
を

舞
台
と
し
て
い
る
。

　

没
後
の
昭
和
２
年
、「
あ
る
時
」

（
雲
も
ま
た
自
分
の
や
う
だ
）
の

詩
碑
が
友
人
た
ち
の
手
で
完

成
、
現
在
こ
ど
も
の
城
入
口
前

の
松
林
の
中
に
建
つ
。
昨
年
鬼

房
別
荘
址
に
も
「
老
漁
夫
の

詩
」
が
建
っ
た
。「
雲
」
の
詩
に

関
わ
る
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
「
エ
ト

ラ
ン
ゼ
」
の
碑
も
磯
前
神
社
の

斜
向
か
い
・
大
洗
美
術
館
前
に

建
っ
て
い
る
。

　

家
庭
を
創
作
の
拠
点
に
見
据

え
、
貧
し
い
人
々
と
と
も
に
生

き
、
ど
ん
底
の
生
活
か
ら
優
し

い
作
品
を
作
っ
た
暮
鳥
の
大
洗

時
代
の
作
品
と
生
活
は
、
ま
だ

ま
だ
見
直
さ
れ
て
い
い
。

　

国
民
文
化
祭
で
、
暮
鳥
の
長

詩
・「
真
実
に
生
き
よ
う
と
す
る

も
の
」（
六
連
二
二
四
行
中
一
四

九
行
）
の
群
読
を
担
当
し
た
。

勤
務
校
の
茨
城
中
高
生
50
名
に

よ
り
、
暮
鳥
自
身
が
「
苦
痛
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
述
べ
た
こ

の
作
品
の
「
盛
り
上
が
り
す
る

リ
ズ
ム
」、荻
原
朔
太
郎
の
言
う

「
強
い
心
を
得
ん
と
願
う
弱
い

心
の
祈
祷
」
の
調
子
（
フ
ー
ガ
）

を
再
現
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

暮
鳥
は
大
洗
で
肺
病
の
療
養

を
し
な
が
ら
最
晩
年
の
６
年
を

過
ご
す
。
大
正
８
年
７
月
か
ら

９
年
１
月
中
旬
ま
で
は
前
原
山

入
口
の
前
田
方
、
い
わ
き
の
北

好
間
に
移
住
し
よ
う
と
し
た
短

い
期
間
を
挟
み
、
１
月
27
日
か

ら
終
焉
の
13
年
12
月
８
日
ま
で

は
明
神
町
の
鬼
房
別
荘
に
暮
ら

し
た
。

　

彼
の
詩
境
は
こ
こ
で
最
後
の

大
き
な
展
開
を
見
せ
る
。
群
読

し
た
「
真
実
に
生
き
よ
う
と
す

る
も
の
」
を
中
心
と
す
る
詩
集

「
梢
の
巣
に
て
」、詩
選
集「
穀

粒
」、ミ
レ
ー
の
デ
ッ
サ
ン
10
枚

を
挿
ん
だ
新
装
改
版
「
風
は
草

大
洗
・
暮
鳥
・
群
読

加
倉
井　

東

　

表
彰
式
に
お
い
て
、
茨
城
県
知
事

賞
を
受
賞
し
た
、
長
谷
川
廉
さ
ん

（
夏
海
小
５
年
）
と
、
大
洗
町
教
育

委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞
し
た
、
大

石
珠
奈
さ
ん
（
磯
浜
小
１
年
）
の
詩

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
洗
町
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
、
一
人
一
遍
運
動
を
展
開
し

応
募
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

落
合
碧
（
磯
浜
小
６
年
）
、
中
野
茉

侑
子
（
小
貫
小
３
年
）
、
小
倉
楓

（
大
貫
小
５
年
）
、
田
口
う
ら
ら
・

米
川
桃
音
（
夏
海
小
４
年
）
、
加
藤

伊
吹
（
一
中
３
年
）
、
川
上
典
（
南

中
２
年
）

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
。

山
村
暮
鳥
の
詩
の
群
読

（
茨
城
高
校
・
中
学
生
徒
）

「
ぴ
あ
の
」

　
　
　

磯
浜
小
１
年　

大
石　

珠
奈

ぴ
あ
の
だ
い
す
き
だ
よ
。

ど
は
、は
る
の
お
と
が
す
る
よ
。

れ
は
、な
つ
の
お
と
が
す
る
よ
。

み
は
、あ
き
の
お
と
が
す
る
よ
。

ふ
ぁ
は
、ふ
ゆ
の
お
と
が
す
る
よ
。

そ
は
、た
ん
け
ん
し
た
と
き
の
お
と
が
す
る
よ
。

ら
は
、そ
と
で
げ
ん
き
に
あ
そ
ん
だ
と
き
の

　

お
と
が
す
る
よ

し
は
、ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
な
の
と
き
の

　

お
と
が
す
る
よ
。

き
ょ
く
を
ひ
く
と

は
る
に
な
っ
た
り
、

ふ
ゆ
に
な
っ
た
り
、

た
ん
け
ん
し
に
いっ
た
り
、

い
そ
が
し
い
よ
。

さ
い
ご
の
ど
は
、な
ら
っ
て
な
い
よ
。

「
見
え
な
い
野
球
」

　
　
　

夏
海
小
５
年　

長
谷
川　

廉

森
の
お
く
の
ほ
う
に
、

広
い
し
ば
ふ
が
あ
る
。

そ
の
し
ば
ふ
に
ボ
ー
ル
を
お
く
と
、

な
ん
だ
か
見
え
な
い
野
球
が
見
え
て
き
た
、

だ
ん
だ
ん
人
が
ふ
え
て
き
て
、

グ
ロ
ー
ブ
バッ
ト
ス
パ
イ
ク
が

だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
き
た
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を
お
い
た
ら
ば

バッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
人
が
入
る
。

一塁
ベ
ー
ス
を
お
い
た
ら
ば
、

バッ
タ
ー
が一塁
に
走
る
。

二
塁
ベ
ー
ス
を
お
い
た
ら
ば

一塁
ラ
ン
ナ
ー
が
二
塁
へ
と
う
る
い

三
塁
ベ
ー
ス
を
お
い
た
ら
ば

ホ
ー
ム
の
バッ
タ
が
バ
ン
ト
す
る

三
塁
を
ま
わ
っ
た
ら

あ
と
は
ホ
ー
ム
に
ヘッ
ト
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

バッ
タ
ー
で
は
、

ヒ
ッ
ト
、二
塁
打
、三
塁
打
、ホ
ー
ム
ラ
ン

ま
だ
ま
だ
いっ
ぱ
い
あ
る
。

ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
ら
み
ん
な
喜
ぶ

ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
ら
み
ん
な
で
さ
わ
ぐ

ワ
ー
ワ
ー

プ
ロ
野
球
に
は
早
い
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
い
る

な
ん
と
百
六
十
二
キ
ロ

ス
ゲ
ー
ス
ゲ
ー

な
ん
だ
か
プ
ロ
の
選
手
に
な
っ
て
み
た
い
な

広
い
し
ば
ふ
の
と
こ
か
ら
ボ
ー
ル
を
と
っ
た
ら

見
え
て
る
野
球
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
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◆
小
学
校
校
舎
整
備
計
画
の
経
緯

　

大
洗
町
の
小
学
校
施
設
は
、
昭
和
40
年
代
初
め
に
建
設
さ
れ
て
か
ら
40
年
近
く
経
過
し
て
お

り
、
改
築
を
検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
後
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
、
望
ま
し
い
学
級
規
模
・
学
校

配
置
（
１
学
級
あ
た
り
の
人
数
や
１
学
年
あ
た
り
の
学
級
数
は
ど
の
程
度
が
適
切
で
あ
る
）
や
、

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、
小
学
校
施
設
整
備
計
画
検
討
委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、
町
教

育
委
員
会
、
町
長
及
び
議
会
に
報
告
・
提
案
さ
れ
、
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

〜
校
舎
改
築
に
併
せ
て
、「
学
校
の
統
合
」に
取
り
組
む
〜

大
洗
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
小
学
校
校
舎
整
備
計
画
説
明
会
」を
開
催
し
ま
し
た

Ｑ：統合により小学校を２校整備することは賛成ですが、この計画は、「２つの小学校が、新しい学校を創
る」ことなのでしょうか。

Ａ：統合方法は、校舎改築に併せて新設する形態を基本とし、統合準備会を設立して、その中で協議してい
きます。

Ｑ：学校は地域文化の発信地であり、地域性を考えて、小規模校でも存続して欲しい。
Ａ：現在、それぞれの学校規模に応じて、地域と連携した特色のある教育を展開しております。しかし、
10年・20年先の将来を見つめ、校舎改築を契機として、望ましい教育環境の充実を図る必要があると
考えます。

Ｑ：スケジュールが示されましたが、この校舎整備計画のとおり進んでいくのですか。
Ａ：基本的にこの計画のとおり推進していきます。その推進にあたっては、保護者や地域の方などの理解を
得られるように、説明会などを行っております。

Ｑ：通学方法が心配になりますが、スクールバスの導入は考えていますか。
Ａ：遠距離通学となる児童について、体力面も考慮しながら、スクールバスなどによる通学支援の対策は、
十分に配慮する必要がありますので、保護者や学校などと協議していきます。

説明会での主な意見・要望Q＆A

地区説明会の開催状況

　小学校整備計画についての地区説明会が、11月6日から14
日までの間、下記の日程で、町内の小学校区を単位に4会場で
開催されました。

期　日

11月06日（木）

11月07日（金）

11月11日（火）

11月14日（金）

対象学区

磯浜小学区

祝町小学区

大貫小学区

夏海小学区

会　場

磯浜小体育館

祝町小体育館

大貫小体育館

夏海小体育館
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　 ◆適正規模の基本的な考え方

小学校校舎整備計画の概要

１）大洗町の小学校における「望ましい学校規模」

　学校教育は、集団を通して子ども同士が学び合う場であり、効果的な授業を展開するためには、一定規模の集団
が必要です。
　子どもたちの個性を伸ばすとともに、社会性を育てるために、児童の学習や生活の場として、小学校の適正規模
の考え方をまとめ、大洗町における小学校の「望ましい学校規模」を定めます。

２）大洗町の小学校における「望ましい学校配置」

　学校規模の適正化に向けた取り組みとして、児童数・学級数の将来推計を見据え、【望ましい学校規模】の基準
に基づき、大洗町における小学校の「望ましい適正配置」のあり方を、次のとおり定めます。

　 ◆「望ましい適正配置」の方法 
　　校舎改築に併せて、「学校の統廃合に取り組む」

　 ◆「望ましい適正配置」のあり方

　 ◆大洗町における小学校の「望ましい適正規模」 
　　「１学級あたりの児童数は21～30人、１学年あたりの学級数は２～３学級」

○町を北部（第一中学校区）、南部（南中学校区）の２つのブロックにまとめ、通学区域
を設定する。
○通学区域の変更は、大字を基本単位とする。ただし、社会経済情勢、保護者・地域の意
見を踏まえて設定する。

○学校数は、進学する中学校区内に小学校を１校とし、２校とする。
　なお、統合方法は、校舎改築に併せて、統合校を新設する形態を基本とする。

○統合校の設置場所は、統合校の通学路環境や既存校舎の状態を考慮しつつ、中学校の周
辺地に整備することが望ましい。
○統合時期は、耐震化へ向け、できるだけ早い時期に着手することが望ましい。

統合校の
場 所 と
実施時期

学 校 数

通学区域

○多様な考え方を持つ児童が出会い、交流することにより、協調性・社会性を培いながら、
望ましい人間関係を築いていくことができるような、一定以上の学校規模が望ましい。
○固定しがちな人間関係に変化をもたらし、新たな成長の機会が得られるように、「クラ
ス替え」が可能となる、一定以上の学校規模が望ましい。

○児童の潜在的な能力を引き出し、その能力を伸ばしていくために、より多くの教職員と
ふれあうことができる、一定以上の学校規模が望ましい。

○教育効果を高めていくために、同学年や同教科の教員が互いに指導方法などを研究・協
議できる、一定の教員数を確保できることが望ましい。
○教育予算を効果的に集中し、教育環境が充実できる、一定以上の学校規模が望ましい。

学　校
運　営

教　育
指　導

人　間
関　係



３）対象校の選定
　小学校施設整備を図るため、改築にあたっての基本的な考え方を「段階的・継続的な改築計画」・「改築の優先順
位」等からまとめ、対象校の選定を定めます。

　 ◆改築にあたっての基本的な考え方

４）新しい学校づくり
　改築対象校について、次のとおり、「新しい学校づくりのあり方」を定めます。

　４つの小学校校舎は、昭和41～45年に改築されものであり、校舎整備時期が集中して
いる。しかし、２つの小学校（統合校）校舎の改築を着実に推進していくために、改築経
費負担の平準化の観点から、「第Ⅰ期」と「第Ⅱ期」に分け、段階的かつ継続的に整備に
取り組むこととする。

　改築の優先順位は、小学校校舎の築年数や、施設の維持管理状態などを基本として決定
する。

改 築 の
優先順位

段階的・
継続的な
改築計画

　 ◆対象校の選定・スケジュール

区　分

改築対象校

構想・設計・改築工事

統合予定年度

第 Ⅰ 期

「磯浜小学校・祝町小学校」の統合校

平成２０～２３年度

平成２４年度

第 Ⅱ 期

「大貫小学校・夏海小学校」の統合校

平成２５～２８年度

平成２９年度

問合せ／学校教育課　☎267-5111（内線352）

１）新しい学校の位置
　　統合校の学校の位置については、大洗町における【望ましい学校配置】により、　　　　　　　　

２）新しい学校の通学区域
　　統合に伴い、新しい学校の通学区域は、大洗町における【望ましい学校配置】により、

３）通学の安全対策
　　設定する通学路については、交通量や道路状況を踏まえて十分な安全対策を講じる。
４）統合前及び統合後の児童への配慮
　　統合による環境変化に対応するため、児童の学習面、精神面に配慮した対策を講じる。
５）新しい学校の施設整備
　　施設整備は、国が定める学級編成の標準（１学級40人）に従い、整備を実施する。
　　ただし、茨城県に対して、大洗町における【望ましい学校規模】を踏まえ、国の標準（40人）を下回る学級
　編成基準を設定するように、弾力化の実施に向け、大洗町の実態等を提案する。
６）統合準備会の設置
　　統合の円滑な移行に向けて、「統合準備会」を設置して検討事項について協議を行う。

第Ⅰ期対象校
第Ⅱ期対象校

磯浜小学校の校地に新校舎を建設する。
第Ⅰ期改築整備中に検討，決定する。

第Ⅰ期対象校
第Ⅱ期対象校

磯浜小学校と祝町小学校の通学区域を一体とする。
大貫小学校と夏海小学校の通学区域を一体とする。

統合準備会〔ＰＴＡ、地域の代表、校長・教頭・教務主任、教育委員会〕
①統合スケジュール　　　　④交流事業　　　　⑦閉校式・開校式
②教育環境整備、安全対策　⑤記念行事　　　　⑧児童、保護者、教職員の意見把握
③メモリアルルーム　　　　⑥新入生への配慮　⑨跡地（建物・土地）利用の要望

主な
検討事項
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各
事
業
所
の
事
業
主
の
方
は
、

平
成
20
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
に

つ
い
て
の
「
給
与
支
払
報
告
書
」

を
平
成
21
年
２
月
２
日
（
月
）
ま

で
に
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
中
途
で
退
職
、
就
職
し
た
方

に
つ
い
て
も
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

　

平
成
20
年
１
月
以
降
に
新
築
・

増
築
し
た
家
屋（
物
置
等
を
含
む
）

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
の

で
建
物
図
面
等
の
ご
用
意
も
含

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
調
査
日
を
指
定
さ
れ
る

方
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
／
税
務
課（
内
線
１
４
５
）

　

平
成
20
年
中
に
、
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
そ
の
部
分
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
、
次
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
家
屋
滅
失
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は

税
務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課(

内
線
１
４
５
）

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を

支
え
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
や
子
ど

も
を
残
し
て
な
く
な
っ
た
場
合
な

ど
、
万
一
の
と
き
に
も
備
え
る
も

の
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
本
人
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

の
出
来
な
い
場
合

　

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
方
が

代
わ
り
に
納
め
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
そ

れ
も
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
下
さ

い
。学
生
の
方
は
、社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座
振

替
に
す
る
と
、
金
融
機
関
に
出
向

か
ず
に
済
み
、
納
め
忘
れ
も
な
く

便
利
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
金
融

機
関
窓
口
に
備
え
て
あ
る
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　

(

内
線
１
５
９
）
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家
屋
滅
失
届
を

提
出
し
て
下
さ
い

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

期
限
は
２
月
２
日
で
す

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査

国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

○
役
場
一
般
業
務

年
末
／
12
月
26
日
（
金
）
ま
で

平
常
業
務

年
始
／
１
月
５
日
（
月
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
総
務
課

　
　
　
　
（
内
線
２
３
１
）

○
ご
み
収
集
業
務

12
月
29
日
（
月
）
は
東
地
区
の

収
集
を
い
た
し
ま
す
。

12
月
23
日
（
火
）
天
皇
誕
生
日

及
び
12
月
30
日
（
火
）
は
西
地

区
の
収
集
を
い
た
し
ま
す
。

12
月
31
日
（
水
）
か
ら
１
月
４

日
（
日
）
ま
で
の
期
間
、
収
集

業
務
は
お
休
み
で
す
。

☆
年
末

燃
や
せ
る
ご
み
最
終
日

　

東
地
区　

12
月
29
日
（
月
）

　

西
地
区　

12
月
30
日
（
火
）

燃
や
せ
な
い
ご
み
最
終
日

　

東
地
区　

12
月
24
日
（
水
）

　

西
地
区　

12
月
17
日
（
水
）

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
最
終
日

　

東
地
区　

12
月
17
日
（
水
）

　

西
地
区　

12
月
24
日
（
水
）

☆
年
始

平
成
21
年
１
月
５
日
（
月
）
よ

り
平
常
業
務

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
開
始
日

　

東
地
区　

１
月
７
日
（
水
）

　

西
地
区　

１
月
14
日
（
水
）

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　
　
　
　
（
内
線
２
４
５
）

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
焼
却

場
）
へ
の
直
接
搬
入

年
末　

12
月
30
日
（
火
）

　
　
　

午
後
４
時
ま
で

年
始　

１
月
５
日
（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
か
ら

問
合
せ
／
大
洗
、
鉾
田
、
水
戸

環
境
組
合

　
　

☎
（
２
６
７
）
２
８
９
８

○
斎
場
・
火
葬
場

12
月
31
日
（
水
）
か
ら
１
月
４

日
（
日
）
ま
で
お
休
み

問
合
せ
／
大
洗
町
斎
場

　
　

☎
（
２
６
７
）
０
４
０
９

年
末
年
始
の
各
種
業
務
日
程



　大洗町では、納期限内の自主納付を推進しています。皆さんに納めていただ
いた税金は、公共サービスなど、私たちの生活を支えるための必要な財源とし
て使われます。納期限内に納付をしていただくことで、皆さんの税金が有効活
用されますので、ご協力ください。

　納期限までに納めないことを滞納といいます。滞納
すると、本来納める税額のほかに督促手数料と延滞金
が加算されます。滞納したままでいると給与・預貯
金・不動産などの財産調査をし、納税者の意思にかか
わらず、滞納処分し強制的に取立てをすることになり
ます。
　町では税の公平負担を守るため、滞納の徴収強化に
取り組んでいます。

督促手数料…納期限後20日以内に督促状が発送さ
れ、手数料100円が加算されます。
延滞金…税額に対して納期限の翌日から1カ月を
経過する日までの期間については年7.3％それ以
降については年14.6％の割合で加算されます。

　督促しても納付や相談がない場合は、財産を差押え
られる可能性があります。納期限内納付ができない特
別な理由があるときは、税務課に早めにご相談くださ
い。

　指定したご本人の口座から自動的に納税する制度で
す。納め忘れや金融機関まで出向く手間が省け、とて
も便利な制度です。ぜひご活用ください。
　手続きは、金融機関の窓口へ預金通帳とお届印、納
税通知書を持参してお申し込みください。

税務課収納対策室収納対策係
☎内線 １４３・１４６

納税の公平性を確保するために 納税が困難な場合は早めに相談を

町町税税のの納納付付はは口口座座振振替替がが便利便利でですす

納期限内の納税にご協力ください
ー 納期限内の納税は財源の確保につながります ー
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　2011年（平成23年）7月24日までに今までの
テレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。そ
れ以降は、アナログテレビをお使いの方は、そのま
まではテレビ放送（地上デジタル放送）を見ること
ができません。
　地上デジタル放送を視聴するには、①地上デジタ
ル放送対応のテレビに買い換える②地上デジタル
チュ－ナ－を買い足す③地上デジタル放送対応済み
のケ－ブルテレビで視聴する等各方法があります。
①、②については、UHFアンテナが必要です。
　なお、BSアナログ放送も地上アナログ放送と同
じ2011年7月24日までに終了します。
　地上デジタル放送対応のテレビを購入したが、
アナログテレビより受信画像が悪い場合は、まず
はテレビ購入の電気店に相談されることをお勧めし
ます。又、町ではデジタル放送への移行に伴って受

信状況が悪い地域を事前に把握する対応業務を行っ
ていますので、「受信画像が悪い」と感じられた方
は町生活環境課生活環境係（☎267－5111内線
244・245）へご連絡下さい。
《デジタル放送に関する問合せ》
●総務省デジコ－ルセンタ－
　（地上デジタル放送について）
　☎0570-07-0101（ナビダイヤル）
　IP電話など、ナビダイヤルがつながらない場合
　03-4334-1111
　平日9：00～21：00 土日祝9：00～18：00
●BSデジタル放送お問い合せセンタ－
　（BSデジタルについて）
　☎0570-01-2011（ナビダイヤル）
　IP電話など、ナビダイヤルがつながらない場合
　045-345-4080
　平日9：00～21：00 土日祝9：00～18：00
●（社）デジタル放送推進協会
　ホ－ムぺ－ジ　http://www.dpa.or.jp

2011年7月24日までにアナログ放送は終了します。
地上デジタルテレビ放送の準備をお願いします。

テレビについての大切なお知らせテレビについての大切なお知らせ



相
談
日
／
１
月
９
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時　

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日
及
び
12
月

29
日
〜
1
月
3
日

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

16
時
30
分

新
着
本
／
「
三
月
の
招
待
状
」
角

田
光
代 

著
／
「
脳
を
活
か
す
勉

強
法
」
茂
木
健
一
郎 

著

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
10
月
）
桜
井
節
子
さ
ん
、

川
上
祐
葉
さ
ん

アアーートトタタワワーーみみととススタターーラライイトトフファァンンタタジジーー（水（水戸市戸市））
　市民手作りの光の祭典「アートタワーみとスターライトファンタジー（ＡＴＭＳ
Ｆ）」は、今年で13回目を迎え、すっかり水戸の冬の風物詩として定着しました。
無数のイルミネーションで彩られる水戸の街に是非お越しください。
日　時／1月15日まで（イルミネーション点灯期間）
場　所／水戸芸術館（水戸市五軒町1-6-8）　※有料駐車場有（約200台）
内　容／12月6日（土）午前10時～午後5時　クリスマスコンサート
　　　　12月31日（水）午後9時　カウントダウン＆ハッピーニューイヤー
　　　　2月24日（火）～3月8日（日）　児童絵画展等
料　金／無料
問合せ／08’ＡＴＭＳＦ実行委員会　☎029‐227-7558

第第１１００回回「彩「彩初窯初窯市市（（いいろろどどりりははつつががままいいちち））」」（笠（笠間市間市））
　新春に行われる恒例の陶器市です。毎年６０人以上の作家が出店し、個性豊か
な新作を発表。陶器の展示、即売を行います。
　会場は、笠間稲荷神社の初詣に訪れた参拝客や陶芸ファン、家族連れなどで
賑わいます。福袋の販売など楽しい催しも開催されますので、ご家族やお友達を
お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。
開催日時／１月２日（金）～５日（月）（４日間）
　　　　　午前１０時～午後４時（最終日５日は午後３時まで）
開催場所／笠間工芸の丘特設会場（笠間市笠間２３８８-１）
主　催／笠間焼協同組合
問合せ／笠間市商工観光課　☎0296-77-1101（内517）
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今 月 の

期
納

町の人口と世帯
（10月末現在）

人 口 18,503人
 男　　 9,148人
 女　　 9,355人
世帯数　 6,888世帯 
転入　 42人 転出　 47人
出生　011人 死亡　 13人

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第６期）
介護保険料（第６期）
長寿（後期高齢）
医療制度（第６期）

納期は１２月25日までです。

曜

日

日

日

21

11

一　般

一　般

ホール

ホール

13：00

13：00

催　事　内　容

●大洗文化センター●　　　　☎266-2442
月

12

1

定期演奏会（大洗高校マーチングバンド）

成人式典（大洗町）

入場方法開催場所開始時間

心
配
ご
と
相
談

図
書
室

　

平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
に
引

き
渡
さ
れ
る
住
宅
に
は
、
法
律
に

よ
り
事
業
者
に
保
険
か
供
託
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。
住
宅
購
入
さ

れ
る
際
は
、
そ
の
住
宅
が
き
ち
ん

と
保
険
や
供
託
の
措
置
を
と
ら
れ

て
い
る
か
忘
れ
ず
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
／
都
市
建
設
課

　
　

施
設
管
理
係（
内
線
２
５
１
）

【
年
末
】
12
月
27
日
〜
31
日
ま
で

休
館
に
な
り
ま
す
。
※
プ
ー
ル
は

26
日
よ
り
お
休
み
。

【
年
始
】
元
旦
は
午
前
７
時
30
分

〜
午
後
４
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

※
プ
ー
ル
は
３
時
30
分
ま
で
。
２

日
以
降
は
通
常
営
業
に
な
り
ま

す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
１
０
１
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吹
奏
楽
の
生
の
演
奏
を
親
子
で

お
楽
し
み
下
さ
い
。
未
就
学
の
お

子
様
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
是
非

ご
来
場
下
さ
い
。

日
時
／
12
月
14
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（
日
）

13
時
30
分
開
場
（
14
時
開
演
）

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
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（
大
ホ
ー
ル
）

入
場
／
無
料

出
演
／
大
洗
町
民
吹
奏
楽
団
、
南

中
学
校
吹
奏
楽
部

曲
目
／
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休

日
・
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
・
他

問
合
せ
／
小
泉

　
　
　

☎
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６
７
）
３
４
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大
洗
町
に
は
、
原
子
力
の
平
和

利
用
に
寄
与
す
る
た
め
原
子
力
研

究
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
か

ら
電
源
三
法
交
付
金
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
公
共
用
施
設

整
備
事
業
（
消
防
署
、
学
校
教
育

施
設
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
斎

場
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
の

運
営
）
の
た
め
財
源
の
一
部
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　12月は、次の日程で住民課・税務
課・会計課の業務時間を午後6時30
分まで延長しています。どうぞご利用
下さい。
◆12月 3日（水） ◆12月10日（水）
◆12月17日（水） ◆12月24日（水）

役場窓口の時間延長のお知らせ

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

年
末
年
始
の
日
程
に
つ
い
て

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
皆
様
へ
「
保
険

や
供
託
の
確
認
を
お
忘
れ
無
く
」

身
近
な
と
こ
ろ
に
電
源
交

付
金
は
使
わ
れ
て
い
ま
す



夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626　　TEL・FAX　267-1515

受付時間／火曜日から土曜日　８：30～17：00
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第４埠頭を
 キャンドルで
  ライトアップ

第４埠頭を
 キャンドルで
  ライトアップ

第４埠頭を
 キャンドルで
  ライトアップ

　大洗町・大洗町青年会議所との共催で昨年に続いて「みなとまち
づくり事業」が行われています。今年は、より実践的なプログラム
として、11/29（土）に大洗港第４埠頭に1,000個の手作りロウソ
クを並べてライトアップする“エコキャンドルライトIN大洗”を計
画しました。町内の飲食店から提供して頂いた天ぷらの廃油でロウ
ソクを作り、木製のホルダーに、町の皆さんや町外からのお客様に

願いごとを言葉や
絵で描いて頂きま
した。（右写真）
　11/15（土）には、漁村センター研修室に、つくば青
年会議所の飯島太郎氏を招いて、県内各地のキャンドル
ナイトの試みと成果の報告、参加者の皆さんとの活発な
意見の交換が行われ、最後には、電気の明かりを消して
ロウソクの火を灯す、国内外の各地で取り組まれている
「キャンドルナイト活動」の意味と必要性を確認しあい
ました。
（左写真は講演会）

問合せ…NPO法人 大洗海の大学　TEL 029-266-3322　FAX 029-267-5417
　　　　E-mail umi@anco-oarai.org　URL htttp://www.anco-oarai.org

・・・・・・・・・・・・・・・ 12・1月の開催案内 ・・・・・・・・・・・・・・・

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！

12／10 とんぼ玉教室　　12／13 旬の魚料理教室
1／28 貝あわせ教室

○ゴルフ教室
　12月3日、10日、17日の水曜日に大洗マリンゴ
ルフ練習場にて行っています。
　初心者の方を中心に指導いたしますので、是非、
ご参加下さい。
■参加費
　夢town会　員
　　　　2,000円
　　　　非会員
　　　　3,000円

○子どもスキー教室
　平成21年1月24日（土）、25日（日）
　1泊2日　猪苗代スキー場
　対　象：町内の小学６年生　40名
　申込み：平成20年12月18日（木）、19日（金）　
　　　　　9：00～17：00
　場　所：中央公民館 生涯学習課前ロビー

※詳しくは各小学校に募集
　要項を配布しますので、
　そちらをご覧下さい。

2008.12.2　広報おおあらい　（10）



　この度、小谷町長が戸籍事務管掌者として戸籍行政
に永年にわたり格別の熱意を持って戸籍制度の充実発
展に寄与されたとして、10月22日、東京都共立女子
学園講堂で開催された、第61回全国連合戸籍住民基
本台帳事務協議会総会において表彰されました。
　11月14日、水戸地方法務局長の吉澤勇治氏より、
小谷町長に表彰状が伝達されました。

　髙橋さんは、農林水産省が実施する各種施策のため
幅広く活用されている漁業経営調査経営体において、
20年以上の永きにわたり協力をした功績が認めら
れ、農林水産大臣より感謝状が授与されました。

　前島さんは、昭和52年に大洗町国民健
康保険運営協議会委員に就任されて以来、
31年の永きにわたり大洗町国民健康保険
事業の運営と制度の発展に大きく貢献され
たとして、国民健康保険中央会より表彰を
受け、11月5日小谷町長より伝達されま
した。

　生涯学習を推進する茨城県生涯学習セン
ターでは、「茨城県弘道館アカデミー講座」
と題し様々な講座を開設しています。その受
講生のなかから、学習成果を生かし地域に貢
献されたとして、10月22日茨城県庁にて、
弘道館アカデミー学長である橋本知事から磯
浜町の大山吐志さんに「茨城県弘道賞」が贈
られました。

（11）　広報おおあらい　2008.12.2

に向かって挑戦した成果であります。
　また産業面では、商工感謝祭やあんこう祭において、交通網
の整備が進み恵まれた環境になってきたこともあり、今まで以
上に大勢のお客様で賑わいを見せました。このお祭りに参加出
店いただいた方々にも熱が入り、多くの方々を魅了することが
できました。
　このような取り組みを一つの例として、何事にも皆が目標に
向かって一生懸命力を注ぐことは大いなる成果につながってい
くと確信します。
　アスリートにしてもまちづくりにしても共通した精神、言う
ならば高い目標をもってその実現に向けて挑戦するという努力
によって、輝かしい未来を創ることが出来るのです。人間個々
の生き方にしても、目標をもってその実現を図るため精一杯行
動をしていくことが大切なことであります。新しい年に向け、
皆さんと心をひとつにして元気な大洗づくりに挑戦しいていき
ましょう。
　終わりに、今年1年間のご支援・ご協力に感謝するとともに、
皆さんにとって新しい年が輝かしい年となりますようご祈念い
たします。

皆
さ
ん
と
心
ひ
と
つ
に
ま
ち
づ
く
り

　今年も残すところあとわずかとなりました。振
り返ると今年は、トライアスロン北京五輪出場の
田山寛豪選手やメジャー２年目に挑む米大リー
ガーの井川慶選手が、わが町の期待を胸に世界に
挑戦されました。彼らの頑張る姿は多くの人々に
感動と勇気を与えてくれました。また、わたし自
身も４期目への挑戦の年でした。皆様からあたた
かいご支援をいただき、引き続き町政を担わせて
いただくことになりました。「人が輝き、町が輝く、
元気な大洗づくり」をモットーとして、情熱を燃や
し責任のある町政運営に努める決意を新たにした
ところです。
　教育面では、教科教室型として誕生させた南中
学校、続いての第一中学校、本年は両校ともに公
開授業に取り組んでいただきました。南中学校は
第5回目の全国公開として、全国各地より270名
の先生方が視察に訪れ、また第一中学校は初めて
の取り組みでありましたが、1・2年生を対象とし
て郡内の先生方に参加いただきました。いずれも
授業に参加した先生方からは高い評価をいただき、
視察に来ていただいた文部科学省の担当者から、
学びあう生徒の姿をみて、大洗をモデルに全国的
に普及させたいとのお話をいただき大変心強く感
じました。自主自立を育む教育環境づくりに取り
組んでいただいた先生方や生徒の皆さんが、目標

法務大臣表彰
全国連合戸籍住民基本台帳事務に尽力

表彰

農林水産統計調査に貢献
「農林水産大臣感謝状」
髙橋 光さんが受賞

国
民
健
康
保
険
中
央
会
よ
り

前
島
友
三
さ
ん
が
表
彰

「
茨
城
県
弘
道
賞
」

大
山
吐
志
さ
ん
が
受
賞


